











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8 )今津源太郎編(1922): r銚ili.!第 I号，銚子ifj業学
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1992if三)による。
10)前掲 6). 541~551 。
11)床枝と く(1928):卒業前の回顧， 『j可間半』第 5号，
69ペー ジ， 0 
12) 山内ハナ (1936):女学校へ入学して. f"iJIlf，1 第12
号， 83-84。
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20) r学校日誌J r河畔』第 4号(1927). 14ページ，お
よび「学校日誌Jri可i時-.，1第 6号 (1930)，87ページ。







23) )1島玉技(1927):会員諸姉の近況， rj可~I'j:j 第 4
号， 84ページ。
24) r学校日誌J r河畔』第 9号(1938)，106ページ。







28) 勺可畔』第 3号(1926) 所収。
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29) f河!日む第10号(1933) 所収。








36)千葉県教育委員会編 (1941): r千葉県教育史』第 5
巻， 687ページ(復刻青史社， 1979年)。
37)前掲36)，692ページー


















52) r本年度卒業生の動静J r i可 III~:J 第 14号(1938) ， 168 
-1690 
53) r新卒業生状況J r河 II~!:.1第15号(1939)，88-890 
54) 椎名たつ(1926):職業の女勺i目可1可引Iド刊i目1日E同'j:.Jl
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55)椎名たつ(1928):会員諸姉の近況 iï可 III~I~J第 5
41)雨谷茂民編(1940): r銚子商工案内ゎ銚子商工会 号， 106ページ。
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42) r新入会員J r'i可畔』第4号(1927)，72ページ。 号， 116ページ。
43) r象牙の塔に驚く緊縮論と家庭論J r河1'1:.1第6号 57)前掲54)，26ページ。
(1930)， 57-640 58)大村カツ(1932): 1艮の見えぬ乍らも河IWI'J第8
44)熱田クニ(1931):私の現在， ui可1'1.1第7号， 39ペ一 号， 9ページ。
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